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第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、
限
定
承
認
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
相
続
の
放
棄
及
び
そ
の
取

消
し
の
申
述
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
限
定
承
認
等
の
申
述
の
受
理
・
法
第
二
百
一
条
）

第
百
六
条

法
第
二
百
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
申
述
書
に
同
条
第
五
項
の
申
述
の
受
理
の
審
判
を
す
る
旨
を
記
載

す
る
と
き
は
、
審
判
を
し
た
裁
判
官
が
当
該
申
述
書
に
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２

前
項
の
審
判
が
さ
れ
た
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
当
事
者
及
び
利
害
関
係
参
加
人
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
理
者
に
よ
る
財
産
の
目
録
の
提
出
等
の
規
定
の
準
用
・
法
第
二
百
一
条
）

第
百
七
条

第
八
十
二
条
の
規
定
は
相
続
財
産
の
保
存
又
は
管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た

相
続
財
産
の
管
理
人
及
び
法
第
二
百
一
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改

任
さ
れ
た
相
続
財
産
の
管
理
人
に
つ
い
て
、
第
八
十
三
条
の
規
定
は
法
第
二
百
一
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
百
二
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
登
記
の
嘱
託
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
四
節

財
産
分
離
に
関
す
る
審
判
事
件

（
管
理
者
に
よ
る
財
産
の
目
録
の
提
出
等
の
規
定
の
準
用
・
法
第
二
百
二
条
）

第
百
八
条

第
八
十
二
条
の
規
定
は
財
産
分
離
の
請
求
後
の
相
続
財
産
の
管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判
事
件
に
お
い
て

選
任
さ
れ
た
相
続
財
産
の
管
理
人
及
び
法
第
二
百
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
改
任
さ
れ
た
相
続
財
産
の
管
理
人
に
つ
い
て
、
第
八
十
三
条
の
規
定
は
法
第
二
百
二
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
百
二
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
登
記
の
嘱
託
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
五
節

相
続
人
の
不
存
在
に
関
す
る
審
判
事
件

（
相
続
財
産
の
管
理
人
の
選
任
等
の
公
告
・
法
第
二
百
三
条
等
）

第
百
九
条

民
法
第
九
百
五
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

申
立
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二

被
相
続
人
の
氏
名
、
職
業
及
び
最
後
の
住
所

三

被
相
続
人
の
出
生
及
び
死
亡
の
場
所
及
び
年
月
日

四

相
続
財
産
の
管
理
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

２

民
法
第
九
百
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二

相
続
人
は
、
一
定
の
期
間
ま
で
に
そ
の
権
利
の
申
出
を
す
べ
き
こ
と
。

（
特
別
縁
故
者
に
対
す
る
相
続
財
産
の
分
与
の
審
判
の
申
立
書
の
記
載
事
項
等
・
法
第
二
百
四
条
）

第
百
十
条

特
別
縁
故
者
に
対
す
る
相
続
財
産
の
分
与
の
審
判
の
申
立
書
に
は
、
被
相
続
人
と
の
特
別
の
縁
故
関
係
を

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
別
縁
故
者
に
対
す
る
相
続
財
産
の
分
与
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、
遅
滞
な
く
、
民
法

第
九
百
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
、
又
は
法
第
二
百
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
任
さ
れ
た
相
続
財
産
の
管
理
人
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該

申
立
て
に
つ
い
て
の
審
判
が
確
定
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
遺
産
の
換
価
を
命
ず
る
裁
判
に
関
す
る
手
続
の
規
定
の
準
用
・
法
第
二
百
七
条
）

第
百
十
一
条

第
百
三
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
特
別
縁
故
者
に
対
す
る
相
続
財
産
の
分

与
の
審
判
事
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
六
項
中
「
相
続
人
」
と
あ
る
の
は
、「
相
続
財

産
の
管
理
人
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
管
理
者
に
よ
る
財
産
の
目
録
の
提
出
等
の
規
定
の
準
用
・
法
第
二
百
八
条
）

第
百
十
二
条

第
八
十
二
条
の
規
定
は
相
続
人
の
不
存
在
の
場
合
に
お
け
る
相
続
財
産
の
管
理
に
関
す
る
処
分
の
審
判

事
件
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
相
続
財
産
の
管
理
人
及
び
法
第
二
百
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
改
任
さ
れ
た
相
続
財
産
の
管
理
人
に
つ
い
て
、
第
八
十
三
条
の
規
定
は
法
第
二
百
八
条
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
百
二
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
登
記
の
嘱
託
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
七
節

任
意
後
見
契
約
法
に
規
定
す
る
審
判
事
件

（
任
意
後
見
監
督
人
に
対
す
る
指
示
・
法
第
二
百
十
七
条
等
）

第
百
十
七
条

家
庭
裁
判
所
は
、
任
意
後
見
監
督
人
に
対
し
、
任
意
後
見
契
約
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

報
告
の
時
期
及
び
内
容
を
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

家
庭
裁
判
所
は
、
い
つ
で
も
、
任
意
後
見
監
督
人
に
対
し
、
任
意
後
見
監
督
人
の
事
務
に
関
し
相
当
と
認
め
る
事

項
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
成
年
後
見
に
関
す
る
審
判
事
件
の
規
定
の
準
用
・
法
第
二
百
二
十
一
条
等
）

第
百
十
八
条

第
七
十
八
条
の
規
定
は
任
意
後
見
契
約
の
効
力
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
任
意
後
見
監
督
人
の
選
任
の
申

立
て
の
取
下
げ
及
び
任
意
後
見
監
督
人
が
欠
け
た
場
合
に
お
け
る
任
意
後
見
監
督
人
の
選
任
の
申
立
て
の
取
下
げ
に

つ
い
て
、
第
七
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
任
意
後
見
監
督
人
の
解
任
に
つ
い
て
、
第
八
十
条
の
規
定
は

任
意
後
見
監
督
人
の
職
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
八
条
第
三
項
中
「
法
第
百
二
十
一

条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
百
二
十
一
条
」
と
、
第
七
十
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
成
年
後
見
人
及
び
成
年
被
後
見

人
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
後
見
監
督
人
、
任
意
後
見
契
約
法
第
二
条
第
二
号
の
本
人
及
び
任
意
後
見
人
」
と
、「
成
年

後
見
人
が
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
後
見
監
督
人
及
び
任
意
後
見
人
が
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
成
年
後
見
開
始
の
原

因
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
後
見
契
約
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
意
後
見
監
督
人
が
選
任
さ
れ
た
」と
、

同
項
第
三
号
中
「
成
年
後
見
人
が
就
職
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
後
見
監
督
人
が
選
任
さ
れ
た
」
と
、
第
八
十
条

第
一
項
中
「
民
法
第
八
百
六
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
後
見
契
約
法
第
七
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

第
十
六
節

遺
言
に
関
す
る
審
判
事
件

（
遺
言
書
の
検
認
の
方
法
・
法
第
二
百
十
一
条
）

第
百
十
三
条

家
庭
裁
判
所
は
、
遺
言
書
の
検
認
を
す
る
に
は
、
遺
言
の
方
式
に
関
す
る
一
切
の
事
実
を
調
査
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
遺
言
書
の
検
認
の
調
書
の
記
載
事
項
・
法
第
二
百
十
一
条
）

第
百
十
四
条

法
第
二
百
十
一
条
の
調
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
件
の
表
示

二

裁
判
官
及
び
裁
判
所
書
記
官
の
氏
名

三

申
立
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

四

立
ち
会
っ
た
相
続
人
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
の
氏
名
及
び
住
所

五

検
認
の
年
月
日

六

証
人
、
当
事
者
本
人
及
び
鑑
定
人
の
陳
述
の
要
旨

七

証
人
、
当
事
者
本
人
及
び
鑑
定
人
の
宣
誓
の
有
無
並
び
に
証
人
及
び
鑑
定
人
に
宣
誓
を
さ
せ
な
か
っ
た
理
由

八

事
実
の
調
査
の
結
果

２

前
項
の
調
書
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

（
遺
言
書
の
検
認
の
期
日
の
通
知
等
・
法
第
二
百
十
一
条
等
）

第
百
十
五
条

裁
判
所
書
記
官
は
、
申
立
人
及
び
相
続
人
に
対
し
、
遺
言
書
の
検
認
の
期
日
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

遺
言
書
の
検
認
が
さ
れ
た
と
き
は
、
裁
判
所
書
記
官
は
、遺
言
書
の
検
認
の
期
日
に
立
ち
会
わ
な
か
っ
た
相
続
人
、

受
遺
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
を
除
く
。）に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
遺
言
の
確
認
の
申
立
て
の
取
下
げ
及
び
遺
言
書
の
検
認
の
申
立
て
の
取
下
げ
・
法
第
二
百
十
二
条
）

第
百
十
六
条

遺
言
の
確
認
の
申
立
て
の
取
下
げ
及
び
遺
言
書
の
検
認
の
申
立
て
の
取
下
げ
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
八

条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
法
第
百
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
百

十
二
条
」
と
、「
及
び
利
害
関
係
参
加
人
」
と
あ
る
の
は
「
、
利
害
関
係
参
加
人
及
び
第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
を
受
け
た
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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